
高槻市民歩け歩け大会 

弁天町公園～金龍寺跡コース 

令和六年新春の高槻市民歩け歩け大会(高槻市民ハイキング)は、お馴染みの弁天公

園から金龍寺跡に登り、更に太閤道から南に下り、悠久の丘から天満宮山古墳に下

ります。比較的に短い距離ですが、お正月気分が抜けきれてない体には、少し辛い

ハイキングコースでした。登りきった所からの眺望は、素晴らしい景色でした。 

コース終盤の磐手杜神社は、創建は 666年と伝えられ、当初の神社は安満山の南西麓、

桧尾川に面した場所にあったため安満神社と称していました]。その後、神社の所在地一

帯が奈良にある春日大社の荘園となったため、村の鎮守社として春日大名神を勧請した

と考え、その後名称を春日神社と改められました。1195年には後鳥羽天皇が訪れたとい

う記録が残っており、社殿は見事であったとされています。天正年間に高山右近の兵火に

あって焼失し、1622年に現在の社殿を再建されました。1911年（明治 44年）に別所村の

雲峯神社など合祀した際に、現在の社名磐手杜神社へと変更しました。 

当日は、昼過ぎまで好天気に恵まれ快適なハイキングでした。 

実施 月日: 1 月 28 日(日)                    天  候:晴れ後曇り 

参加 人数:90 名(内子供 3 名)            歩行距離:約 10km 

行   程:JR 高槻駅南側人工デッキ(コース説明・30 回参加表彰等)発 9:45～10:20

着磐手公民館発 10:35～11:20 着金龍寺跡(写真撮影)発 11:30～12:10 通悠久の丘～

12:15着安満宮山古墳(昼食)発 13:20～13:45着磐手杜神社発 13:50～14:15着安満遺

跡公園(説明解散挨拶)発 14:25～14:45 着阪急高槻市駅北側広場(流れ解散)  
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JR高槻駅南側人工デッキ JR高槻駅南側人工デッキ 

  

ニューフェース登場 3人姉妹?一番下は、男の子 磐手公民館 トイレに急いで下さい 

  

天満山古墳 骸骨も景色が良いところが好きみたい 天満山古墳なのに柱が多いです 墓も耐震構造です 

  

臨時の交通警官 側道なのに高速並みのスピード! 磐手杜神社ピンクのコートは若く見えるのですか? 

  

安満遺跡公園 ここにもピンクのコート 安満遺跡公園 冬のベンチ淋しいです 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          


